第６回防災教育推進委員会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：平成22年２月10日（水）
14:00～15:30
場　所：県民会館　B101号室
【次　　　第】
１．事務局説明 　　 ：年度報告会（文科省）、地域報告会（成果報告会）、最終報告書、

来年度以降の体制　　
２．各機関からの説明：取組状況、今後の予定、他機関への依頼事項
３．意見交換        　
【出席予定者】（敬称略、○：防災教育推進委員会委員（代理））

○   気象庁神戸海洋気象台業務課　　　　　　　　　　 課長　　　  　   小笹　幸和
○   兵庫県教育委員会事務局教育企画課　　　　　　　 係長　　　　     北川　真一郎
   兵庫県教育委員会事務局教育企画課　　　　　　　 主任指導主事     佐野　恵子
○   兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課　　　　　 課長補佐　　     筆保　慶一

○   神戸市教育委員会事務局指導部指導課　　　　　　 指導主事　　     宮本　晃郎

○   神戸市危機管理室　　　　　　　　　　　　 　　　主幹　　 　    　小久保　康晴
○   神戸市消防局予防部予防課　　　　　　　　　　　 課長　 　 　     濱田　諭

　　　 神戸市消防局予防部予防課 　　　　 　　　　　　 係長　　　　     定岡　由典

　　　 神戸市消防局予防部予防課 　　　　　　　　　　　係員 　　　      竹中　邦明　

○　 神戸学院大学学際教育機構防災・社会貢献ユニット ユニット長 　　　前林　清和

○   兵庫県立舞子高等学校環境防災科 　　　　　　　  科長・教諭　     諏訪　清二

○   人と防災未来センター　　　　　            　   副センター長     山本　健一

人と防災未来センター事業部                     部長　　 　　    田村　賢一　

  　　 人と防災未来センター事業部         　       　 主幹兼事業課長   多治比　寛
 　　  人と防災未来センター事業部         　       　 事業課主査　　   石田　晃士

　　 人と防災未来センター研究部 　　　  　 　　　　 主任研究員 　　  奥村　与志弘 

人と防災未来センター研究部 　　　  　 　　　　 研究調査員 　　  松本　澄之 

※事務局：人と防災未来センター
成果報告会（案）
１．進　行

　　○挨拶　5分

【第1部】報告「大震災の教訓を踏まえた新たな防災教育」：65分程度
○防災教育支援事業とは　　　　　　　　　　　 【人防（山本）】5分

○我が国の防災教材の現状と課題

緊急地震速報関連教材　　　　　　　　　　　 【神戸学院大（舩木先生）】10分

○GIS活用ハザードマップ作成授業
障がい者対応教材　　　　　　　　　　　　　 【人防（宇田川主任研究員）】10分

○全国・海外で実践可能な防災教育メニュー  　 【市消防局】10分

○大震災が生んだ防災教育の神戸での実践　　   【市教育委員会】10分

○様々な目的に対応した教員研修プログラム

全国で活躍するEARTH員　　　　　　　　　 【県教育委員会】10分

○ユース震災語り部DVD

  兵庫における今後の取組　　　　　　　　　　 【舞子高校（諏訪先生）】10分　

★休憩5分

【第2部】パネルディスカッション「新たな防災教育を全国に普及」：75分程度

　　＜壇上：上記報告者　＋　神戸海洋気象台＞

　　○神戸海洋気象台からのコメント　5分

　　○第1部報告＋気象台に対する会場からの質問・回答　30分（7機関×4分程度）
　　　・会場から質問が無い機関に対しては、山本からの質問。

　　○再度、会場からの質問（・回答）、意見　10分程度
　　○（時間が余るなら）山本からの数機関への質問（成果の全国普及関連）10分程度

　　○まとめ（今後の取組に関する各機関からの発言）　20分（7機関×3分程度）
２．作　業
　■発表資料の作成

　　・　可能であればパワーポイント（打ち出し資料は、当日配布せず）。紙資料を用いた発表、資料無しでの発表も可。

　　・　紙資料を用いた発表をする場合、2月中（Ｐ）に人防に原稿送付、又は3月8日午前（Ｐ）までに人防に200セット（Ｐ）持ち込み。数枚であれば、各機関のＰＲビラの持ち込みも可。

　■当日作業対応

　　・　受付や場内対応等。原則、各機関１人程度のお手伝いを何とぞお願い申し上げます。
■関係者への参加依頼：何とぞよろしくお願い申し上げます。

■記者発表：２月下旬に発表予定
最終報告書（案）
１．配布先
　　　　部数【１，０００部】※現時点では、部数増加が可能。
　　　　神戸市教育委員会　　【４３０部】
　　　　兵庫県教育委員会　　【１００部】
　　　　神戸学院大学　　　　【　８０部】

　　　　舞子高等学校　　　　【　８０部】

　　　　神戸市消防局　　　　【　５０部】

　　　　神戸海洋気象台　　　【　１０部】

　　　　兵庫県防災企画局　　【　１０部】

　　　　神戸市危機管理室　　【　１０部】

　　　　人と防災未来センター【２３０部】（文科省、県外、マスコミ配布分を含む）

　　　　※ 具体の県外配布先が課題。
　　
２．報告書作成手順
（１）成果報告会（3月9日）の概要を、各報告者が作成

　　・当日発表資料（パワーポイント資料）

・発表内容の説明資料：２～３枚程度（※ 平成20年度報告書を参照ください。）
（２）上記（１）を基に、事務局が報告書を作成

・諏訪委員（舞子高校）、舩木委員（神戸学院大学）の指導のもと、事務局（人と防災未来センター）で、全体構成（目次立て）を検討し、加筆作業を行う。

・報告書で紹介する教材、関連冊子等については、それぞれの問い合わせ先【機関名、担当係・者名（任意）、電話番号、メールアドレス（任意）】を記載。

